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文
化
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第
１
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昭

和
51
年
指
定
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で
す
。
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国民健康保険と老人保健が 10月から変わります

3 平成14年9月25日号 2

自己負担限度額（月額）

一　　　般

14年９月30日まで

国民健康保険と老人保健が 10月から変わります

老人保健制度の一部負担金が変わります
医療機関などの窓口で、かかった費用の定率１割を負担します。一定以上所得者（注1）

は定率２割を負担することになります。※14年10月からの老人医療受給者証に、自己負

担割合（１割か２割）が明記されています。

かかった費用の１割負担（１か月に
3,200円、大病院では5,300円まで負担）
または定額制の診療所では１日につき
850円（１か月に４回まで）

かかった費用の定率１割負担、ただし
一定以上所得者（注1）は２割負担（外
来の月額上限制及び診療所の定額負担選
択制は廃止）

14年10月１日から

老人保健制度の自己負担限度額が変わります
１か月の医療費が高額になった場合、自己負担限度額を超えた部分の払い戻しがあとか

ら受けられます。該当者には、診療月から約２か月後に市から通知しますので、市役所介

護保険課国保係に申請してください。

◆申請に必要なもの…老人医療受給者証、医療保険証、払込先口座のわかるもの

老人保健で医療を受ける人の対象年齢が変わります
老人保健で医療を受ける人の対象年齢を70歳以上から75歳以上に５年間で段階的に引

き上げます。14年９月30日にすでに70歳以上の人（昭和７年９月30日以前に生まれた人）

は、引き続き老人保健制度で医療を受けます。なお、一定の傷害のある人は従来どおり

65歳から受けられます。昭和７年10月１日以降に生まれた人は、75歳になるまでは引き

続き現在加入している医療保険で医療を受け、75歳になると老人保健で医療を受けるこ

とになります。（老人保健に切り替わるときには、市から通知します）

70歳（一定の障害のある人は65歳）以上

10月から老人医療受給者証が一斉に変わります
14年10月１日cからの老人保健制度の改正に伴い、「老人医療受給者証」が一斉に更新

されます。９月26日eに、老人保健で医療を受ける人全員に新しい「老人医療受給者証」

を郵送します。今まで使用していた「老人医療受給者証」は、10月から使用できません

ので、10月になりましたら必ず破棄してください。

「入院時一部負担金限度額適用・標準負担額減額認定証」から
「老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証」に変わります

現在、住民税非課税世帯などの人が入院した場合のみ「入院時一部負担金限度額適用・

標準負担額減額認定証」が必要ですが、10月からは低所得者Ⅱ（注２）及び低所得者Ⅰ

（注３）の人は、入院にかかわらず「老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証」が

必要になります。

●現在、「入院時一部負担金限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受けている人

は、新しい認定証に切り替える必要があります。後日、文書を送りますので、市役所介

護保険課国保係に申請してください。

●現在、上記認定証の交付を受けておらず、住民税非課税世帯で低所得者Ⅱ（注２）また

は低所得者Ⅰ（注３）に該当する人は、あらたに認定証の交付を受ける必要があります。

市役所介護保険課国保係に申請してください。

◆年収例　単独世帯の場合（年金＋給与収入）：約450万円以上　

夫婦二人世帯の場合（年金＋給与収入）：約637万円以上

◆年収例　単独世帯の場合（年金収入のみ）：約267万円以下

◆年収例　単独世帯の場合（年金収入のみ）：約65万円以下

夫婦二人世帯の場合（年金収入のみ）：約130万円以下

一定以上所得者は、課税所得（所得から各種所

得控除を差し引いた額）が124万円以上ある人

と、その世帯に属する人。

低所得者Ⅱは、70歳以上または老人保健で医

療を受ける人で、その属する世帯の世帯主及び

■問合せ　介護保険課国保係157－3111（内線155）

世帯員全員が住民税非課税である人。

低所得者Ⅰは、70歳以上または老人保健で医療を

受ける人で、その属する世帯の世帯主及び世帯

員全員が住民税非課税であって所得がない人。

老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法老人保健制度の自己負担額の計算方法 例：一般世帯の場合（夫が外来で30,000円、
妻が入院で30,000円負担した場合）

注１

注２

注３

14年９月30日まで

14年10月１日から

－ ＝外来30,000円 18,000円

42,000円

高額医療費として

があとから
支給されます。

1,800円高額医療費として
があとから
支給されます。

1

2その後、入院の自己負担額を

合算して、世帯単位で限度額

を適用する。
●入院時の自己負担が限度額を超

えた場合、限度額までの支払いと

なります。

まず外来の自己負担額につい

て、個人単位で外来の限度額

を適用する。

夫

＋ ＝ －入院30,000円

外来の自己負担限度額

12,000円

外来の自己負担限度額

12,000円
世帯の自己負担限度額

40,200円妻
世
帯
計

外　　来 入　　院

3,200円

（大病院5,300円、

診療所は１日850

円を４回まで負担）

低
所
得
者

住民税非課税

世 帯 な ど

老齢福祉年金

受　給　者

37,200円

24,600円

15,000円

1

2

1,800円 19,800円18,000円合計で があとから
支給されます。＋ ＝

一定以上所得者

（注1）

外来（個人ごと）
自己負担限度額（月額）
（外来+入院）（A）

40,200円

低
所
得
者

低所得者Ⅱ
（注2）

一　　　般

低所得者Ⅰ
（注3）

72,300円
●医療費が361,500円を超えた場合は、
超えた分の１％を加算
●過去12か月間に（Ａ）の自己負担限度額
を超えた高額医療費の支給が４回以上
あった場合、４回目以降は40,200円

40,200円

24,600円

15,000円

12,000円

8,000円

75歳（一定の障害のある人は65歳）以上

14年10月１日から14年９月30日まで



5 平成14年9月25日号 4

一部負担金が変わります
国保の一般被保険者の中でも

年齢によって一部負担金が変わ

ります。

●10月１日以降に70歳になる人には、自己負担割合（１割または２割）を示す「高齢受給者証」を交付します

（70歳の誕生月に郵送します）ので、保険証といっしょに医療機関などに提示してください。

退職者医療制度の対象年齢が変わります
老人保健で医療を受ける人の対象年齢の引き上げに合わせて、70歳未満から75歳未満

に５年間で段階的に引き上げます。

外来の薬剤にかかる一部負担の廃止

退職被保険者などの一部負担金の改正

退職被保険者などの特例療養費の廃止

負担軽減策として、外来（在宅医療を含む）で薬をも

らったときに支払う定額の別途負担を廃止します。

被用者保険における一部負担金の割合の見直しに合わ

せ、３歳以上70歳未満の退職被保険者（被扶養者を含む）

にかかる一部負担金の割合を３割とします。

一部負担金の割合の見直しに伴い、一般との差額を支

給する特例療養費を廃止します。

7 0 歳 未 満 7 5 歳 未 満

14年10月１日から14年９月30日まで

14年10月１日から

14年９月30日まで

一般　３割負担

（0歳以上70歳未満）

３歳未満の乳幼児　２割負担

３歳以上70歳未満　３割負担

70歳以上　　　　１割負担
（一定以上所得者　２割負担）

未満 未満
退職者医療制度

15年４月からここも変わります！

国民健康保険に　　
加入している人へ

国民健康保険に　　
加入している人へ

高額療養費の自己負担限度額が変わります
高額療養費の自己負担限度額のうち低所得者は据え置き、一般や上位所得者について見

直されます。また、70歳以上の人には医療費が高額になったときの負担を軽くするため、

あらたに自己負担限度額が設定されます。

●（ ）内は過去12か月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合の、４回目以降

の限度額です。

同じ人が、同じ月に、同一の医療機関に支払った

自己負担額が高額になった場合に、申請をして認め

られると限度額を超えて支払った分があとから支給

されます。

70歳未満の人は、同じ月内に21,000円（住民税

非課税世帯も同額）以上の自己負担額を２回以上支

高額療養費とは
払った場合、それらを合算して限度額を超えた分が

あとから支給されます。

70歳未満の人と70歳以上の人（老人保健で医療

を受ける人を除く）が同じ世帯にいる場合も合算で

きます。（70歳以上の人は、入院時の自己負担額が限度額

を超えた場合、限度額までの支払いとなります）

14年10月１日から14年９月30日まで

高額療養費とは

■自己負担限度額（月額）

上位所得者
（※1）

一　般

住民税非
課税世帯

121,800円
（70,800円）

63,600円
（37,200円）

＋

＋

医療費が609,000円を
超えた場合は、超えた
分の１％を加算

医療費が318,000円を
超えた場合は、超えた
分の１％を加算

35,400円　（24,600円）

70
歳
未
満
の
人

■自己負担限度額（月額）

上位所得者
（※1）70

歳
未
満
の
人

一　般

住民税非
課税世帯

139,800円
（77,700円）

＋医療費が699,000円（※２）を超えた場合は、超えた分の１％を加算

72,300円
（40,200円）

＋医療費が361,500円（※３）を超えた場合は、超えた分の１％を加算

35,400円　（24,600円）

一　般

70
歳
以
上
の
人

低所得者Ⅱ
（注２）

住
民
税
非
課
税
世
帯

低所得者Ⅰ
（注3）

12,000円

自己負担限度額
外来+入院（世帯）

一定以上
所得者
（注１）

40,200円

外来（個人ごと）

医療費が361,500円
を超えた場合は、超
えた分の1％を加算

8,000円

40,200円

24,600円

15,000円

72,300円
（40,200円）
（※４）

＋

※1 上位所得者とは、国民健康保険料の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額などが

670万円を超える世帯の人です。

※2 15年４月１日から466,000円。 ※3 15年４月１日から241,000円。

※4 70歳以上の外来（個人ごと）の自己負担限度額による支給は、回数に含みません。



全
国
で
９
月
末
ま
で
に
１
０
０
歳
以
上

に
な
る
人
は
、
過
去
最
多
の
１
７
、
９
３

４
人
で
、女
性
が
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

新
潟
県
は
３
８
８
人
で
男
性
65
人
、
女
性

３
２
３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
今
年
度
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
た

人
は
、和
田
ス
キ
さ
ん（
下
条
中
央
通
り
）、

富
井
ミ
ヨ
シ
さ
ん
（
水
沢
第
２
）
、
樋
熊

キ
ワ
さ
ん
（
新
座
第
２
）
、
上
村
レ
ン
さ

ん
（
土
市
第
３
）、
根
津
政
太
郎
さ
ん
（
若

宮
町
）
の
５
人
で
す
。

和
田
さ
ん
‥
９
月
12
日
e
に
行
わ
れ
た

三
好
園
の
敬
老
会
の
席
上
で
、
家
族
や
入

所
者
、施
設
関
係
者
に
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

富
井
さ
ん
‥
入
所
先
の
老
人
保
健
施
設

で
家
族
同
席
で
お
祝
い
を
受
け
ま
し
た
。

食
べ
物
で
好
き
嫌
い
は
な
い
と
家
族
が
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

樋
熊
さ
ん
‥
朝
６
時
半
こ
ろ
起
床
し
、

朝
食
後
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。
天
気
の
よ
い
日
は
散
歩
や
草

取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
何
で
も
食
べ
、

晩
酌
も
少
々
た
し
な
む
そ
う
で
す
。

上
村
さ
ん
‥
入
院
先
の
病
院
で
娘
さ
ん

が
同
席
し
て
お
祝
い
を
受
け
ま
し
た
。
入

院
生
活
で
ほ
と
ん
ど
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
好
物
は
果
物
と
の
こ
と
で

し
た
。

根
津
さ
ん
‥
甘
い
も
の
や
も
ち
類
が
好

物
で
す
。テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
好
き
で
、

特
に
民
謡
と
大
相
撲
が
大
好
き
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

お
祝
い
を
受
け
た
５
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
長
寿
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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横　綱

大　関

関　脇

小　結

前頭１

前頭２

前頭３

前頭４

前頭５

前頭６

前頭７

前頭８

前頭９

前頭10

前頭11

前頭12

前頭13

前頭14

前頭15

前頭16

前頭17

前頭18

前頭19

前頭20

前頭21

前頭22

前頭23

前頭24

前頭25

前頭26

前頭27

前頭28

前頭29

前頭30

前頭31

前頭32

前頭33

前頭34

前頭35

前頭36

前頭37

平成14年度長寿番付
平成14年９月15日現在、市内には満90歳以上の

高齢者が449人います。この番付表では95歳以上

の81人を紹介します。（９月15日現在の年齢です）

小 泉 セ イ

〈東〉 〈西〉寿
名　　　前 生年月日（年齢・住所） 名　　　前 生年月日（年齢・住所）

さん 明治32.４.23生 〔103歳・中条島〕 長 津 リ ク さん 明治32.12.１生 〔102歳・川治内後〕

濱 田 道 子 さん 明治34.２.11生 〔101歳・千代田町〕 生 越 リ ノ さん 明治34.６.７生 〔101歳・上新田第３〕

關 口 丑 太 郎 さん 明治34.７.19生 〔101歳・水野町〕 西 川 タ ノ さん 明治34.10.13生〔100歳・四日町第２〕

和 田 ス キ さん 明治35.９.21生 〔99歳・下条中央通り〕 富 井 ミ ヨ シ さん 明治35.11.６生 〔99歳・水沢第２〕

樋 熊 キ ワ さん 明治35.11.30生〔99歳・新座第２〕 上 村 レ ン さん 明治36.２.23生 〔99歳・土市第３〕

根 津 政 太 郎 さん 明治36.３.19生 〔99歳・若宮町〕 尾 身 ウ メ さん 明治36.４.10生 〔99歳・鉢第２〕

高 橋 き よ さん 明治36.７.１生 〔99歳・川治上町第２〕 田 邉 軍 司 さん 明治36.９.23生 〔98歳・駅通り〕

水 落 キ ク さん 明治36.10.14生〔98歳・願入〕

村 山 ハ ル さん 明治37.４.５生 〔98歳・水口〕

小 野 塚 キ ヨ さん 明治37.６.１生 〔98歳・昭和町４〕

村 山 ス ミ さん 明治37.12.２生 〔97歳・下条中央通り〕

齋 木 奥 藏 さん 明治38.２.28生 〔97歳・泉町〕

上 村 三 吉 さん 明治38.６.24生 〔97歳・四日町中原〕

丸 山 ト メ さん 明治38.７.15生 〔97歳・為永〕

林 　 ナ ミ さん 明治38.９.７生 〔97歳・小泉第１〕

福 原 ト リ さん 明治38.10.５生 〔96歳・幸町〕

児 玉 マ ス さん 明治38.10.24生〔96歳・稲葉〕

桐 生 キ ク 井 さん 明治38.11.11生〔96歳・北新田第１〕

尾 身 マ ス さん 明治39.１.31生 〔96歳・鉢第２〕

大 熊 マ サ さん 明治39.３.１生 〔96歳・上原〕

樋 口 シ ズ さん 明治39.４.５生 〔96歳・下条中央通り〕

菅 村 三 好 さん 明治39.４.７生 〔96歳・西寺町〕

牧 野 キ ヨ さん 明治39.７.16生 〔96歳・幸町〕

松 岡 　 愛 さん 明治39.８.11生 〔96歳・学校町１〕

a 橋 健 治 さん 明治39.９.18生 〔95歳・本町５〕

柳 　 フ サ さん 明治39.11.６生 〔95歳・川治下町第１〕

関 口 ハ ヤ さん 明治39.12.５生 〔95歳・宮下町東〕

茂 野 チ ヨ ウ さん 明治39.12.10生〔95歳・新座第４の２〕

大 谷 ト ヨ ノ さん 明治39.12.15生〔95歳・川治中町〕

今 井 剛 平 さん 明治39.12.19生〔95歳・泉町〕

金 澤 ハ マ さん 明治40.１.15生 〔95歳・珠川〕

上 村 ノ イ さん 明治40.１.20生 〔95歳・北新田第２〕

玉 田 慶 松 さん 明治40.２.11生 〔95歳・四日町第３〕

宮 澤 千 代 さん 明治40.３.３生 〔95歳・新宮第１〕

馬 場 ミ ツ さん 明治40.４.10生 〔95歳・小泉第１〕

池 田 ト メ さん 明治40.５.27生 〔95歳・下条中央通り〕

佐 藤 ヨ シ ノ さん 明治40.７.10生 〔95歳・田川町２〕

小 林 清 三 郎 さん 明治40.７.17生 〔95歳・高田町１〕

牧 野 五 作 さん 明治40.８.５生 〔95歳・宮下町東〕

池 田 ト メ さん 明治40.８.18生 〔95歳・轟木〕

水 落 サ ク さん 明治40.９.12生 〔95歳・下条中央通り〕

春 日 タ ツ さん 明治37.３.12生 〔98歳・寿町４〕

村 山 仙 平 さん 明治37.４.23生 〔98歳・四日町新田第２〕

阿 部 ト マ さん 明治37.11.27生〔97歳・水野町〕

田 口 ト ミ さん 明治38.１.30生 〔97歳・下条中央通り〕

高 野 福 藏 さん 明治38.４.８生 〔97歳・水沢第１〕

大 津 定 次 さん 明治38.７.14生 〔97歳・上町〕

宮 下 諦 治 さん 明治38.８.６生 〔97歳・下町〕

田 口 喜 美 さん 明治38.９.12生 〔97歳・高田町３東〕

村 山 キ ミ さん 明治38.10.７生 〔96歳・川治下町第２〕

大 渕 マ サ イ さん 明治38.10.25生〔96歳・上新田第２〕

川 田 ミ ノ さん 明治38.12.20生〔96歳・馬場第２〕

西 川 ソ メ さん 明治39.２.25生 〔96歳・四日町第２〕

庭 野 他 作 さん 明治39.３.21生 〔96歳・中条八幡〕

伊 藤 榮 太 郎 さん 明治39.４.６生 〔96歳・下条中央通り〕

涌 井 常 作 さん 明治39.４.10生 〔96歳・高島第２〕

樋 口 タ カ さん 明治39.７.31生 〔96歳・谷内丑第２〕

田 中 カ ネ さん 明治39.９.13生 〔96歳・姿第１〕

富 澤 　 綱 さん 明治39.10.27生〔95歳・貝ノ川〕

小 林 イ ト さん 明治39.11.19生〔95歳・西本町２〕

上 原 ハ ナ さん 明治39.12.10生〔95歳・西浦町西〕

関 口 キ ク さん 明治39.12.12生〔95歳・下条中央通り〕

小 宮 山 マ ツ さん 明治39.12.15生〔95歳・下条中央通り〕

a 橋 シ ン さん 明治39.12.29生〔95歳・下条中央通り〕

涌 井 サ ダ さん 明治40.１.16生 〔95歳・栄町〕

夏 井 ヨ シ さん 明治40.２.９生 〔95歳・寿町２・３〕

野 上 い と ゑ さん 明治40.２.18生 〔95歳・高島第２〕

津 畑 ミ サ さん 明治40.３.31生 〔95歳・太田島第２〕

樋 口 ウ タ さん 明治40.５.17生 〔95歳・本町３〕

田 村 ヨ ネ さん 明治40.６.５生 〔95歳・本町東１〕

金 h 清 さん 明治40.７.15生 〔95歳・高山第２〕

根 津 ツ ネ さん 明治40.７.25生 〔95歳・袋町中〕

樋 口 ヨ シ さん 明治40.８.５生 〔95歳・中在家〕

井 沢 ユ リ さん 明治40.８.24生 〔95歳・四日町新田第２〕

和 田 ス キ さ ん

富井ミヨシ さ ん

樋 熊 キ ワ さ ん

根津政太郎 さ ん 上 村 レ ン さ ん

敬
老
の
日
を
迎
え
、
新
潟
県
と
十
日
町
市
で
は
、
今
年
度
１
０
０
歳
に
な
ら
れ

た
５
人
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
５
人
に
は
、
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
鷲
尾
副
所

長
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
の
祝
状
及
び
銀
杯
、
県
知
事
の
祝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
滝
沢
市
長
か
ら
祝
状
と
祝
金
、
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
お
け
る
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
た
５

人
を
含
め
11
人
に
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
１
０
０
歳

〜

今
年
度
の
１
０
０
歳
到
達
者
は
５
人

〜



解
明
の
た
め
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

国
宝
館
は
、
国
宝
を
中
心
と
す
る
考
古

資
料
と
笹
山
遺
跡
に
専
門
特
化
し
た
施
設

で
す
。
十
日
町
市
博
物
館
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
互
い
に
独
自
性
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
計
画
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
整
備
の
方
針
】

①
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
注
）に
基
づ

い
た
、
だ
れ
で
も
利
用
し
や
す
い
施
設

②
建
物
・
展
示
物
へ
の
高
い
耐
震
性
確
保

③
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
型
学
習
を
可
能
に
す

る
社
会
教
育
施
設
（
出
土
品
を
中
心
と

し
た
展
示
、
体
験
学
習
型
メ
ニ
ュ
ー
の

実
施
な
ど
）

④
「
雪
の
冷
却
熱
」「
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
地
中
熱
」
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
環
境

共
生
型
の
施
設

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
、
本
計
画

を
円
滑
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財

源
や
用
地
の
確
保
を
は
じ
め
、
解
決
す
べ

き
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

国
や
県
な
ど
の
支
援
を
得
て
事
業
の
進

捗
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
住
民
並
び

に
地
域
組
織
と
行
政
と
の
適
正
な
役
割
分

担
や
協
働
・
連
携
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

住
民
主
導
の
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
、
維
持

管
理
全
般
が
担
わ
れ
る
よ
う
な
、
新
し
い

運
営
形
態
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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歴
史
的
遺
産
で
あ
る
笹
山
遺
跡
と
そ
の

出
土
品
を
保
存
し
、
活
用
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
拠
点
と
し
て
国
宝
館
を

中
心
と
す
る
「
火
z
の
都
」
を
整
備
し
、

公
開
す
る
こ
と
で
、
地
域
芸
術
文
化
の
振

興
と
交
流
人
口
の
増
大
、
縄
文
芸
術
の

里
・
十
日
町
を
目
指
し
ま
す
。

現
存
し
て
い
る
縄
文
以
来
の
歴
史
的
景

観
の
保
存
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
長
期
的

に
は
、
段
階
的
に
縄
文
植
生
を
育
成
し
、

自
然
生
態
系
と
の
調
和
を
図
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
整
備
の
方
針
】

①
笹
山
遺
跡
の
保
存
と
周
辺
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
の
調
和
し
た
整
備

②
各
種
調
査
成
果
に
基
づ
き
、
遺
跡
の
特

性
を
生
か
し
た
環
境
と
施
設
の
整
備

③
学
校
教
育
、
社
会
教
育
と
連
携
し
た
複

合
的
な
学
習
体
験
施
設
の
整
備

「
火
z
の
都
」
の
範
囲
は
、
東
は
中
条

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
西
は
中
条
上
町
な
ど
集

落
際
、北
は
馬
サ
ク
リ
川
左
岸
丘
陵
尾
根
、

南
は
八
幡
集
落
背
後
の
丘
陵
尾
根
に
囲
ま

れ
た
約
１
５
０
ha
で
す
。
こ
の
範
囲
を
地

区
指
定
し
、
景
観
保
護
に
あ
た
り
ま
す
。

中
・
長
期
的
に
整
備
を
図
る
の
は
、
景

観
保
護
地
区
の
３
分
の
１
に
あ
た
る
約
50

ha
で
す
。
た
だ
し
、
第
一
期
計
画
に
お
い

て
施
設
整
備
を
行
う
範
囲
は
、
史
跡
指
定

地
を
中
心
に
し
た
約
10
ha
と
な
り
ま
す
。

第
一
期
計
画
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー

ン
、
縄
文
村
ゾ
ー
ン
、
縄
文
体
験
広
場
ゾ

ー
ン
、
国
宝
館
ゾ
ー
ン
、
縄
文
の
水
辺
ゾ

ー
ン
、
縄
文
の
森
ゾ
ー
ン
の
６
ゾ
ー
ン
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
範
囲
確

認
調
査
予
定
範
囲
を
指
定
し
、
遺
跡
範
囲

整備事業基本計画
まとまる

悠
久
の
歴
史
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
国
の

宝
・
地
域
の
資
源
を
ど
の
よ
う
に
保
存
・

活
用
し
て
い
く
べ
き
か
。

縄
文
土
器
と
し
て
全
国
初
の
国
宝
指
定

を
受
け
た
笹
山
遺
跡
出
土
品
と
遺
跡
地
の

保
存
・
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
十
日
町
市

は
「
国
宝
館
・
火
z
の
都
整
備
事
業
基
本

計
画
」
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
市
と
中
条
地
区
振
興
会

笹
山
遺
跡
整
備
推
進
検
討
委
員
会
と
の
協

議
・
協
働
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
点
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
取
り
入
れ
る
べ
き
意
見
・
提
案

は
基
本
計
画
を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
た
め

の
基
本
設
計
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
予
定
と
し
て
、
２
年
間

に
わ
た
り
各
種
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、

財
源
や
用
地
の
見
通
し
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、
平
成
17
年
こ
ろ
か
ら
工
事
に
着
手
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
本
計
画
の
目
的
･
理
念

計
画
の
基
本
方
針

対
象
地
区
と
そ
の
全
体
像

縄文の水辺縄文の水辺�

縄文の水辺縄文の水辺�

火焔の都の範囲火焔の都の範囲�

縄文の水辺ゾーン縄文の水辺ゾーン�

国宝館ゾーン国宝館ゾーン�

縄文の森ゾーン縄文の森ゾーン�
縄文の森縄文の森�

縄文の水辺�

縄文の水辺�

火zの都の範囲�

中・長期的に整備を図る範囲�
約50ha

第1期計画の範囲�
約10ha

「火焔の都」「火焔の都」の全域の全域�
約150ha150ha

中・長期的に整備を図る範囲�
約50ha

第1期計画の範囲�
約10ha

縄文の水辺ゾーン�

国宝館ゾーン�

縄文の森ゾーン�
縄文の森�

縄文村ゾーン縄文村ゾーン�縄文村ゾーン�

縄文体験広場ゾーン縄文体験広場ゾーン�縄文体験広場ゾーン�

エントランスエントランス�
ゾーンゾーン�
エントランス�
ゾーン�

範囲確認調査範囲確認調査�
予定範囲予定範囲�
範囲確認調査�
予定範囲�

「火　の都」の全域�
約150ha

NN

火zの都全域と第１期計画範囲

問合せ：企画人事課企画係

157－3111内線215

国宝館・火zの都イメージ
■縄文村ゾーン�
馬蹄形集落の一部を復元整備します。植栽

などを工夫し縄文時代をイメージさせる景

観整備にも努めます。復元する竪穴式住居

の一部は宿泊可能なものとします。�

・復元竪穴式住居の整備�

・遺構露出保護展示施設の整備検討�

・宿泊時の安全管理などの検討�

■縄文の森ゾーン�
現況の植生をいかし、緑地としての保全を図りつつ、段階的

な縄文植生の育成に努めます。�

・散策路、小広場の整備�

・野外活動の楽しめる空間づくり�

■エントランスゾーン�
当該地区への導入部としてふさわしい整備

を図ります。�

・駐車場（バス用、自家用車用）の整備�

・公衆トイレ整備�

・メインサイン（火zの都全体案内）�

■縄文の水辺ゾーン�
現況の緑地の保存と湿地（池・沼）の復元に

努めます。縄文時代の食料などの有用植物を

栽培し、縄文の植物園的空間づくりに取り組

みます。�

・散策路の整備�

・自然エネルギーの活用施設の整備検討�

・古代米栽培用の棚田の整備�

■縄文体験広場ゾーン�
史跡の保護を図った上で、体験学習や野史跡の保護を図った上で、体験学習や野

外研修の可能な広場を整備します。野外外研修の可能な広場を整備します。野外

ステージにも利用できる形態とし、イベステージにも利用できる形態とし、イベ

ント時の多人数の利用も可能なものとしント時の多人数の利用も可能なものとし

ます。ます。また、また、発掘体験についても計画的な掘体験についても計画的な

取り組みのできるエリアを確保します。取り組みのできるエリアを確保します。�

・屋外研修活動支援施設の整備・屋外研修活動支援施設の整備�

・国宝館への誘導サイン・国宝館への誘導サイン�

・四阿の整備・四阿の整備�

史跡の保護を図った上で、体験学習や野

外研修の可能な広場を整備します。野外

ステージにも利用できる形態とし、イベ

ント時の多人数の利用も可能なものとし

ます。また、発掘体験についても計画的な

取り組みのできるエリアを確保します。�

・屋外研修活動支援施設の整備�

・国宝館への誘導サイン�

・四阿の整備�

■国宝館ゾーン�
中心となる国宝館は、国宝をはじめと

する考古資料によるテーマ展示を行う

とともに、学校教育、社会教育との連

携を重視した複合型の施設づくりを目

指します。�

・国宝館（展示・収蔵・研修・管理など）�

・併設駐車場整備�

・屋外活動の支援施設�

　（トイレ・休憩・倉庫）の整備�

注）ユニバーサルデザイン＝改善または特殊化された設計注）ユニバーサルデザイン＝改善または特殊化された設計なしで、能力あるいは障害のレなしで、能力あるいは障害のレベ�
　ルにかかわらず、最大限可能な限り、すべての人々に利　ルにかかわらず、最大限可能な限り、すべての人々に利用しやすい環境及び製品に使わ用しやすい環境及び製品に使われ�
　るデザイン。バリアフリーはもともとあったバリアを取　るデザイン。バリアフリーはもともとあったバリアを取り除くこと。それに対しユニバり除くこと。それに対しユニバー�
　サルデザインは最初から取り除かれている（特別な調整　サルデザインは最初から取り除かれている（特別な調整をしない）ことを指します。をしない）ことを指します。�

注）ユニバーサルデザイン＝改善または特殊化された設計なしで、能力あるいは障害のレベ�
　ルにかかわらず、最大限可能な限り、すべての人々に利用しやすい環境及び製品に使われ�
　るデザイン。バリアフリーはもともとあったバリアを取り除くこと。それに対しユニバー�
　サルデザインは最初から取り除かれている（特別な調整をしない）ことを指します。�

あずまや�

国
　
宝
　
館

今
後
の
取
り
組
み
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バ
ス
の
運
行
内
容
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

国
・
県
・
市
で
は
市
民
の
生
活
交
通
を

確
保
す
る
た
め
、
バ
ス
運
行
事
業
者
に
補

助
金
を
出
し
て
バ
ス
路
線
の
維
持
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
補
助
制
度
の
改

正
に
伴
い
バ
ス
運
行
に
補
助
金
を
出
す
た

め
に
は
、
市
が
生
活
交
通
確
保
計
画
を
定

め
、
バ
ス
運
行
路
線
を
あ
ら
か
じ
め
県
に

提
出
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
市
で
は
、
５
月
か
ら
近
隣
６

市
町
村
や
バ
ス
事
業
者
４
社
、
十
日
町
市

生
活
交
通
確
保
計
画
策
定
委
員
会
（
振
興

会
役
員
や
市
民
委
員
な
ど
市
民
代
表
14

人
、
バ
ス
事
業
者
４
人
、
行
政
関
係
者
４

人
で
構
成
）
な
ど
と
公
共
バ
ス
路
線
や
山

間
地
域
福
祉
バ
ス
路
線
な
ど
、
市
民
生
活

に
無
く
て
は
な
ら
な
い
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

通
勤
・
通
学
、
通
院
、
買
い
物
な
ど
日

常
生
活
に
必
要
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
生
活

交
通
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
他
地
域
と

の
交
流
や
観
光
客
受
け
入
れ
な
ど
、
市
内

及
び
市
外
と
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も

視
点
を
お
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ず
に
市
民
の
生

活
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
現
状
を

大
き
く
変
更
し
な
い
も
の
と
し
ま
し
た
。

変
更
し
た
内
容

○
南
越
後
観
光
バ
ス
「
十
日
町
〜
長
里
」

線
で
、
長
里
か
ら
の
最
終
便
が
回
送
バ

ス
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
一
般
乗
車

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

○
南
越
後
観
光
バ
ス
「
十
日
町
車
庫
〜
菅

沼
・
後
山
」
線
の
一
部
に
市
街
地
を
経

由
し
な
い
便
が
あ
っ
た
も
の
を
、
全
便

市
街
地
を
経
由
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

○
ほ
く
ほ
く
線
の
開
通
に
よ
り
利
用
者
が

大
幅
に
減
少
し
た
東
頸
バ
ス
「
十
日
町

駅
〜
う
ら
が
わ
ら
駅
」
線
の
う
ち
、

「
う
ら
が
わ
ら
駅
〜
松
代
駅
」
間
の

２
・
５
便
を
廃
止
、
増
便
の
要
望
が
多

か
っ
た
「
松
之
山
温
泉
〜
松
代
駅
」
間

に
統
合
し
５
便
に
し
ま
し
た
。
（
市
内

を
走
る
コ
ー
ス
、
回
数
と
も
変
更
あ
り

ま
せ
ん
）

十
日
町
市
生
活
交
通
確
保
計
画
を
策
定

市
で
は
「
十
日
町
市
生
活
交
通
確
保
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
10
月
１
日
か
ら

１
年
間
の
バ
ス
路
線
の
運
行
計
画
（
十
日
町
市
生
活
交
通
確
保
計
画
）
を
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
バ
ス
の
運
行
内
容
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
バ
ス
路
線
策
定
の
経
過

）
（
策
定
に
あ
た
っ
て

）

（
10
月
か
ら
の
バ
ス
路
線

）
松 之 山 温 泉 ＝ 松 代 ＝ 十 日 町 線

十 日 町 ＝ 松 代 ＝ 松 之 山 温 泉

松之山
温泉発

◎ 6:35

7:59

11:00

15:30

17:00

十日町
駅　発

◎ 7:45

9:00

12:18

16:50

18:05

◎ 6:51

8:15

11:16

15:46

17:16

十日町
病院前

◎ 7:52

9:07

12:25

16:57

18:12

◎ 7:08

8:24

11:25

15:55

17:25

浅河原

◎ 7:57

9:12

12:30

17:02

18:17

◎ 7:20

8:36

11:37

16:07

17:37

西浅河原

◎ 8:00

9:15

12:33

17:05

18:20

◎ 7:24

8:40

11:41

16:11

17:41

樽　沢

◎ 8:01

9:16

12:34

17:06

18:21

◎ 7:25

8:41

11:42

16:12

17:42

名ケ山

◎ 8:06

9:21

12:39

17:11

18:26

◎ 7:28

8:44

11:45

16:15

17:45

まつだい
駅

◎ 8:17

9:32

13:04

17:22

18:37

◎ 7:33

8:49

11:50

16:20

17:50

池　尻

◎ 8:26

9:41

13:13

17:31

18:46

◎ 7:40

8:56

11:57

16:27

17:57

松之山
温泉着

◎ 8:42

9:57

13:29

17:47

19:02

池　尻 まつだい
駅 名ケ山 樽　沢 西浅河原 浅河原 十日町

病院前
十日町
駅　着

◎印は、８/15、８/16、
12/31～１/３及び日曜
日・祝日運休。元日は
全時刻運休

十日町＝新水＝菅沼・後山線
十日町
車庫発

中　条
病院発

6:26

8:28

11:03

13:23

15:53

17:33

6:45

8:47

11:22

13:42

16:12

17:52

新水発

6:58

9:00

11:35

13:55

16:25

18:05

菅沼発

7:02

9:07

11:39

14:02

16:29

18:09

後山着

7:06

11:45

16:35

18:15

後山発

7:09

11:48

16:38

18:19

菅沼発

7:12

9:10

11:51

14:05

16:41

18:22

新水発

7:13

9:11

11:52

14:06

16:42

18:23

中　条
病院発

7:24

9:22

12:03

14:17

16:53

18:34

十日町
車庫着

7:51

9:46

12:27

14:41

17:17

18:58

土市＝宮中＝中里線
土　市
駅前発 宮中発

7:35

8:50

11:50

13:55

16:10

17:45

18:45

7:45

9:00

ミ12:02

ミ14:07

ミ16:22

ミ17:57

18:55

中　里
役場着

7:58

9:13

12:14

14:19

16:34

18:09

19:05

中　里
役場発

7:10

7:45

10:40

13:05

15:30

17:15

18:15

宮中発

7:15

7:51

ミ10:45

ミ13:10

ミ15:35

ミ17:20

ミ18:20

土　市
駅前着

7:33

8:08

11:04

13:29

15:54

17:39

18:39

十日町＝山本＝長里線
十日町
車庫発

十日町
駅前発

7:30

9:00

12:30

15:50

17:50

7:35

9:05

12:35

15:55

17:55

7:40

9:10

12:40

16:00

18:00

7:52

9:22

12:52

16:12

18:12

7:55

9:25

12:55

16:15

18:15

8:03

9:33

13:03

16:23

18:23

8:15

9:45

13:15

16:35

18:35

山本発 長里着 長里発 山本発 十日町
車庫着

問合せ
南越後観光バス㈱津南営業所　1（0257）65-3647ミ印は、ミオンなかさと経由で運行いたします

問合せ
東頸バス㈱本社営業所
1（02559）9-2312

問合せ　商工観光課商工労政係
157-3111（内線263）

10月1日
から

※下記以外のバスの運行内容については変更ありません
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◯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◯

◯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◯

吉田地区文化祭吉田地区文化祭
問合せ：吉田地区公民館（152－2874）

■日時＝10月19日g午前９時～午後９時

10月20日a午前９時～午後３時

■会場＝公民館本館・市民会館

■内容＝講座・利用団体作品展示、リサイクルバザー、

工芸品販売、ブーメラン教室、青級ひろば

｢なつかしの日本映画｣鑑賞会
10月19日G

午前10時30分～　羅生門（88分）

午後０時10分～ 喜びも悲しみも幾歳月（161分）

午後３時～　　　 酔いどれ天使（98分）

午後４時50分～　 日本の悲劇（116分）

10月20日A

午前10時30分～　酔いどれ天使（98分）

午後０時20分～　日本の悲劇（116分）

午後２時30分～　 羅生門（88分）

午後４時10分～　 喜びも悲しみも幾歳月（161分）

■入場料＝1,000円（全券共通券、前売当日同額）

※高校生以下無料、保育ルームあり（要予約）

中条地区公民館
■日時と内容＝

９月28日g午前９時～午後９時

作品展示、花火大会、大抽選会

９月29日a午前９時30分～午後３時

バザー、お楽しみ広場、民謡民舞大会、作品展示

新座分館（新座コミュニティセンター）

■日時＝10月27日a午前10時～午後２時30分

■内容＝民謡民舞大会、バザー、作品展示

大井田分館（大井田コミュニティセンター）

■日時＝11月３日（文化の日）午前９時～午後３時

■内容＝地域の芸術展、菊花展、バザー、焼物販売、

芸能祭、抹茶サービス、作品展示

飛渡分館（飛渡第一小学校）

■日時＝10月27日a午前８時55分～午後２時15分

■内容＝児童発表、地域の芸能発表会、喫茶コーナー、

けんちん汁サービス、もちつき、児童・地区民作品

展示、不用品即売

東部分館（飛渡第二小学校）

■日時＝10月20日a午前９時～午後３時

■内容＝ステージ発表、文化体験活動、児童・地区民

作品展示

吉田分館（吉田小学校）

■日時＝10月20日a午前９時～午後２時50分

■内容＝学習発表、作品展示

鐙島分館（鐙島小学校）

■日時＝10月27日a午前９時～午後３時

■内容＝音楽発表、作品展示、昔の遊び体験

真田分館（真田小学校）

■日時＝10月27日a午前９時～午後２時30分

■内容＝真田子どもまつり、作品展示

名ヶ山分館（旧名ヶ山小学校）

■日時＝11月３日（文化の日）午前９時～正午

■内容＝音楽発表、作品展示、地区民芸能発表会、

バザー

水沢地区公民館
■日時＝10月27日a午前９時30分～午後３時30分

■内容＝演芸大会、軽食バザー、もちつき大会、きの

こ汁・わたあめ・抹茶サービス、一般作品展示、野

中分館（野中小学校）作品展示

馬場分館（馬場小学校）

■日時＝12月８日a

■内容＝音楽発表会、作品展示、バザー

下条地区公民館
■日時＝10月27日a午前９時～午後４時

■内容＝作品展示、地域記録ビデオ上映、バザー

上新田分館（上新田公民館）

■日時＝11月３日（文化の日）午前９時～午後３時

■内容＝バザー、農産物展示即売、作品展示

上組分館（原集落センター）

■日時＝10月20日a午前９時～午後３時

■内容＝バザー、農産物展示即売、作品展示

下組分館（水口集落センター）

■日時＝11月４日（振替休日）午前９時～午後３時

■内容＝バザー、作品展示

東下組分館（東下組小学校）

■日時＝10月20日a午前９時45分～午後３時

■内容＝作品展示、児童学芸発表

※東下組小学校文化祭として実施します

■日時＝11月3日（文化の日）午前９時～午後６時30分

■会場＝川治地区公民館

■内容＝作品展示、バザー、不用品販売、焼物即売、

わたあめ・水ヨーヨー・抹茶サービス、もちつき、

芸能発表ほか

■日時＝10月27日a午前９時～午後３時

■会場＝六箇地区公民館（羽根川荘）

■内容＝作品展示、バザー、もちつき、わたあめ・

水ヨーヨーサービスほか

下条地区文化祭下条地区文化祭
問合せ：下条地区公民館（155－2004）

水沢地区民文化祭水沢地区民文化祭
問合せ：水沢地区公民館（158－3101）

六箇地区文化祭六箇地区文化祭
問合せ：川治地区公民館（152－2223）

飛渡地区文化祭飛渡地区文化祭
問合せ：飛渡地区公民館（159－2032）

川治地区文化祭川治地区文化祭
問合せ：川治地区公民館（152－2223）

とおかまち公民館まつりとおかまち公民館まつり
問合せ：十日町市公民館（157－5011）

なかじょう公民館まつりなかじょう公民館まつり
問合せ：中条地区公民館（152－2748）
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展示内容

1魚沼の風土

2牧之の生涯

4北越雪譜にみる魚沼

魚沼地方を中心に雪国越後のさまざまな風俗を描いた『北越雪
せっ

譜
ぷ

』は、

雪の中で暮らす人々の姿を広く全国に紹介した最初の書物です。

著者である鈴木牧
ぼく

之
し

と、牧之を生んだ魚沼の風土・歴史・産業・芸術

などに迫り、雪がはぐくんだ文化を探る展示物を雪文化三館提携10周

年を記念し、三館共同で巡回展示します。新しい雪文化の創造発展企画

に、ぜひお出かけください。

トミオカホワイト美術館

十日町市博物館

鈴木牧之記念館

■会　期／10月１日Cまで

■観覧料／大人600円、小・中・高生300円

■所在地／南魚沼郡六日町大字上薬師堂142

1025-775-3646（団体割引あり）

■会　期／10月8日C～20日A※15日Cは休館

■講演会／10月19日G午後２時～

■テーマ／「北越雪譜の世界から」

■講　師／高橋実氏（新潟県民俗学会常任理事）

■観覧料／大人500円、小・中・高生250円

■所在地／南魚沼郡塩沢町大字塩沢1112-2

1025-782-9860（団体割引あり）

■会　期／10月26日G～11月10日A

※10月28日B・11月５日Cは休館

■講演会／11月４日（振替休日）午後1時30分～

■テーマ／「雪国地理誌ー魚沼の風土と文化ー」

■講　師／市川健夫氏（長野県立歴史館館長）

■観覧料／大人500円、中学生以下無料

■所在地／西本町１157-5531（団体割引あり）

雪に覆
おお

われる魚沼の冬。

雪国の原点をさぐる。

3越後縮の隆盛

牧之が生
なり

業
わい

とした縮商いを

通して近世越後の名品「越

後縮」の生産と流通を解説。

『北越雪譜』に描かれた魚沼

の人々の暮らしと現代に生

きるさまざまな行事を追う。

鈴木牧之の生涯を関係資料

でたどる。

雪文化・雪国文化の提唱と、

連携による集客ＰＲなどを目的

に、トミオカホワイト美術館、

鈴木牧之記念館、十日町市博物

館が「雪国文化三館」を提携

して10周年を迎えました。
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信
濃
川
中
流
域
は
、
昭
和
初
頭
に
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ

た
数
々
の
水
力
発
電
開
発
に
よ
っ
て
多
量
に
取
水
さ
れ
、
今

で
は
魚
も
住
め
な
い
瀕ひ

ん

死し

の
石
河
原
と
化
し
て
い
ま
す
。
身

近
な
自
然
、
母
な
る
川
を
再
生
す
る
た
め
に
、
十
日
町
市
と

市
民
が
一
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
回
復
へ
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
８
年
に
始
め
た
信
濃
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
３
年
前

か
ら
名
称
を
信
濃
川
水
な
し
サ
ミ
ッ
ト
と
改
め
て
、
こ
れ
ま

で
に
６
回
の
開
催
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
問
題
の
経
緯
、
信
濃
川

の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
か
ら
「
身
近
な

問
題
」
と
し
て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
講
演
と

演
劇
を
行
い
ま
す
。
演
劇
に
は
、
市
内
の
中
学
生
・
高
校
生

も
出
演
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■題名 「カッパの涙」
～あの、すばらしい川をもう一度～

■脚本・演出／二瓶光

■演題 「自然の川・人の川」
■講師 桜井善雄氏（信州大学名誉教授）

○写真展示（ホワイエ、ロビー）
信濃川の今と昔やこれまでのサミットの

開催模様などの展示を予定
水をかえしてくれカッパZ�
水のない川なんて、悲しくて�
　　涙も枯れちゃうよ。�

水辺の楽
がっ

校
こう

「つまりっ子ひろば」（妻有大橋周

辺）で、信濃川の水生生物や植物・昆虫などの

観察会、釣り大会などを行います。参加費無料、

友だちと参加しよう。（釣り希望者は道具持参）

■とき／10月13日a午前９時～正午

■ところ／水辺の楽校「つまりっ子ひろば」

■対象／小・中学生　

■参加申込／10月４日fまでに信濃川水なしサ

ミット実行委員会事務局へ

■申込み・問合せ／信濃川水なしサミット実行委員会事務局

（建設課克雪利雪対策室克雪係）157-3111（内線270）

第二部　演　劇

■と　き10月12日g
午後6時45分～（開場６時）

■ところ市民会館ホール

第一部　講　演

自然の好きな子集まれ！

■
あ
ら
す
じ

十
日
町
に
住
む
長
谷
川
大
河
は
、
東
京

に
引
っ
越
し
た
幼
な
じ
み
の
未
来
と
３
年

ぶ
り
に
再
会
す
る
。
久
し
ぶ
り
に
信
濃
川

を
訪
れ
た
２
人
は
、
老
人
の
権
蔵
や
小
学

生
ト
リ
オ
か
ら
信
濃
川
の
水
が
減
っ
た
理

由
を
教
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
権
蔵
の
口

か
ら
出
た
カ
ッ
パ
の
「
カ
ー
タ
」
と
の
思

い
出
話
。
実
は
未
来
も
以
前
に
カ
ー
タ
と

出
会
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
信
じ
ら
れ
な

い
大
河
、
興
味
津
々
の
小
学
生
。
そ
ん
な

６
人
の
前
に
カ
ー
タ
が
現
れ
る
。
だ
が
川

の
水
が
少
な
く
な
っ
た
せ
い
で
、
カ
ー
タ

の
身
に
は
悲
し
い
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い

た
！
『
み
ん
な
に
川
を
大
切
に
思
っ
て
も

ら
い
た
い
。
』
そ
ん
な
カ
ー
タ
を
未
来
は

東
京
に
連
れ
て
行
く
と
言
い
出
し
て
…
。

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、
そ
し
て
見
終
わ

っ
た
後
に
は
信
濃
川
に
つ
い
て
考
え
た
く

な
る
。
そ
ん
な
お
話
で
す
。

本番に向け中高生を中心に11人

のメンバーは猛練習の日々です。

みなさん、ぜひご覧ください。

「
カ
ッ
パ
の
涙
」
耳
よ
り
情
報



旧
滝
文
社
屋
の

見
学
会
開
催

期
間
中
、
十
日
町
生
そ
ば
組
合
「
は
っ

て
ん
会
」
加
盟
店
で
食
事
を
し
た
人
に
は

豪
華
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

お
い
し
い
そ
ば
を
食
べ
て
、
宿
泊
券
を

当
て
よ
う
！

◆
加
盟
10
店
全
店
ま
わ
っ
た
人

・
国
内
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券

（
抽
選
で
５
組
10
人
）

・
そ
ば
券
２
、
５
０
０
円
分

（
も
れ
な
く
全
員
）

◆
加
盟
店
１
店
以
上
で
食
事
を
し
た
人

・
そ
ば
券
１
、
０
０
０
円
分

（
抽
選
で
１
０
０
人
）

※
応
募
券
は
各
加
盟
店
に
あ
り
ま
す

期
間
中
、
十
日
町
生
そ
ば
組
合
「
は
っ

て
ん
会
」
で
は
、
加
盟
店
独
自
の
楽
し
い

目
玉
企
画
を
実
施
し
ま
す
。「
ジ
ャ
ン
ケ
ン

で
勝
っ
た
ら
半
額
」
「
１
升
そ
ば
一
人
で

食
べ
た
ら
無
料
」
「
サ
イ
コ
ロ
を
転
が
し

て
出
た
目
だ
け
割
引
」
な
ど
な
ど
、
お
な

じ
み
の
名
物
企
画
が
目
白
押
し
Y

■
問
合
せ

十
日
町
市
観
光
協
会

1
57
│
３
３
４
５

※
定
休
日
は
加
盟
店
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
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時間：午前６時30分から午後４時30分まで

①県道中条・田川線から陸上競技場方面へ向

かう市道は、適用除外車両（通行許可証ま

たは住民証明証貼付車両）を除き進入禁止

となります

②通行許可車両の進入は、市道笹山線入口の

みです

③交通規制区間の進入経路は、交互通行と一

方通行があります。交通規制看板や誘導員

の指示に従い、交通渋滞の緩和にご協力く

ださい

④当日は陸上競技場付近に一般車両用駐車場

がありません。市街地から陸上競技場まで

シャトルバスを運行しますので、ご利用く

ださい

シャトルバス運行経路

陸上競技場→太子堂→四日町４→四日町新田→本

町５→本町３→市役所→春日町→稲荷町→総合体

育館→クロス10→四日町新田→四日町４→中条

旭町→陸上競技場

●午前８時総合体育館発、以降30分間隔で運行

交通規制について
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15：00 応　援　合　戦
15：30 閉　　会　　式

9：40
9：55

トラック種目
男女60ｍ
男女100ｍ

9：40

10：30

フィールド種目
ドッジボール

投げ
紅白親子玉入れ

11：45
11：50

女子800ｍ
小中学生
800ｍリレー

11：15 つな引き

13：00
13：30

シルバーレース
ムカデリレー

13：00
13：45

女子走幅跳
紅白大玉送り

14：20
14：30
14：50

男子1500ｍ
ミックスリレー
年齢別
800ｍリレー

14：00 男子走幅跳

8：30 入　場　行　進
9：00 開　　会　　式
9：40 競　技　開　始

プ ロ グ ラ ム

トラック種目 フィールド種目
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そ
ば
処
め
ぐ
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目
玉
企
画

10
月
１
日
C
〜
31
日
E
の
１
か
月
間
、
越
後
そ
ば
街
道
へ

ぎ
そ
ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
清
冷
な
水
と
海
の
幸
・

山
の
幸
が
造
り
出
す
十
日
町
の
そ
ば
は
、
コ
シ
の
強
さ
と
歯

ご
た
え
の
良
さ
で
多
く
の
人
々
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み
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
C
〜
31
日
E
の
１
か
月
間
、
越
後
そ
ば
街
道
へ

ぎ
そ
ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
清
冷
な
水
と
海
の
幸
・

山
の
幸
が
造
り
出
す
十
日
町
の
そ
ば
は
、
コ
シ
の
強
さ
と
歯

ご
た
え
の
良
さ
で
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
極
上
の
味
わ
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

現
在
、
㈱
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ク
レ
オ
ス
社
が
所
有

し
て
い
る
旧
滝
文
社
屋
に
つ
い
て
、
取
り

壊
し
を
含
め
た
処
分
の
方
針
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
旧
滝
文
社
屋
は
、
数
少
な
い
和

風
建
築
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
十
日
町
織
物

の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
建
造
物
で
す
。

そ
こ
で
市
で
は
見
学
会
を
開
催
し
、
保

存
の
是
非
や
活
用
方
法
を
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
お
聞
き
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
意
見
は
、
今
後
の
市
の
方
針
を

決
定
す
る
た
め
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
日
　
時

９
月
28
日
g
・
29
日
a
、
10

月
５
日
g
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
会
　
場

本
町
１
　
旧
滝
文
社
屋
（
現

㈱
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ク
レ
オ
ス
社
）

◆
そ
の
他

見
学
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

答
え
い
た
だ
き
ま
す

◆
問
合
せ

市
企
画
人
事
課
企
画
係
1
57

│
３
１
１
１
内
線
２
１
５

16

旧
滝
文
社
屋
の

見
学
会
開
催

妻
つま

有
あり

がとうキャンペーン
●期日 10月６日（日）

※雨天決行

●会場　陸上競技場（中条背戸）
●問合せ 体育課（総合体育館内）152-4377

14：00 応　援　合　戦

12：00 応　援　合　戦
12：20 昼 食 ・ 休 憩

11：00 応　援　合　戦

十日町広域６市町村と

高柳町で構成する越後妻

有郷観光協議会では、11

月末まで「妻有がとうキ

ャンペーン」を実施して

います。圏域内79の宿

泊施設や飲食店などが参

加しており、チラシ（ホ

ームページのプリントも

可）を持って協賛施設で

買い物や飲食、宿泊をす

ると、割引サービスなど

が受けられます。皆さん、

ぜひご参加ください。

■問合せ 越後妻有郷観光協議会事務局（市商工観光課内）157－

3111内線261、ほっくほく何でも案内所150－1277

■ＵＲＬ http://www.tiara.or.jp/̃tumarigo/

旧
滝
文
社
屋
の

見
学
会
開
催
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新潟県一輪車大会

2002新潟県一輪車大会ユニピック（第36回市民スポーツ

大会一輪車大会）が９月15日a、陸上競技場で行われまし

た。当日は、保育園児や小学生を中心に、約450人の選手が、

コーラ取りゲームやスラロベイ、400ｍなどの種目に出場し

ました。中には東京都や千葉県など県外からの参加もあり、

年々愛好者が増えています。一輪車を見事に乗りこなす子

どもたちからは、かわいい笑顔がこぼれていました。

交差点、ウマく渡ろう

９月18日d、「交差点・ウマく渡ろう作戦」と題した交通

安全の集いが中条小学校で行われ、馬といっしょに楽しく交

通安全を学ぼうと、園児・児童など約400人が参加しました。

集いでは、交通ルールや正しい横断歩道の渡り方などの説明

の後、グラウンドに設けられた特設交差点を馬に乗った参加

者が実際に横断しました。乗馬しての横断では、子どもたち

がおっかなびっくりしながらも、ウマくまたがっていました。

佐藤香里選手、学生陸上の頂点に

９月６日f、東京都で行われた陸上競技の日本学生対校選

手権で、女子1,500ｍに出場した京都産業大学４年の佐藤香

里選手（中条中・十日町総合高出身）が４分30秒05のタイ

ムで見事優勝しました。佐藤選手は、２年前にも同種目で優

勝しており、２年振り２回目の優勝です。これまでにも全国

都道府県対抗女子駅伝や環日本海新潟駅伝に出場するなど、

女子陸上長距離界のエースとして活躍しています。

９
月
16
日
（
振
替
休
日
）
、
サ
ン
ク

ロ
ス
十
日
町
で
、
第
２
回
女
・
男
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
60
人
の

参
加
者
は
、
斎
木
と
し
や
さ
ん
と
ア
ッ

プ
ル
リ
ト
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー

ル
生
に
よ
る
歌
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
、

講
演
会
「
い
ろ
ん
な
夫
婦
で
い
い
じ
ゃ

な
い
か
」（
講
師
‥
石
川
伊
織
県
立
新
潟

女
子
短
期
大
学
助
教
授
）
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。
夫
婦
や
、
自
分
自
身
を
大
切

に
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
講
演
が
共
感
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

第
２
回
女ひ

と
・
男ひ

と

セ
ミ
ナ
ー
大
盛
況

樋
熊
紀
雄
医
師
（
新
潟
市
民
病
院
副

院
長
）
を
迎
え
て
の
、
特
別
講
演
「
救

急
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
」
が
９
月
６

日
f
に
ク
ロ
ス
10
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

救
命
セ
ン
タ
ー
と
一
体
で
整
備
さ
れ
る

基
幹
病
院
を
魚
沼
地
域
に
一
か
所
し
か

設
置
し
な
い
と
い
う
県
の
方
針
を
受
け
、

ま
ず
は
住
民
自
ら
救
急
医
療
の
実
態
を

学
ぼ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
立
ち

見
が
出
る
ほ
ど
盛
況
と
な
っ
た
会
場
に

は
、
地
域
医
療
の
充
実
を
願
う
人
々
の

熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

救
急
救
命
の
充
実
を
願
っ
て

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭
の
中
で
開

催
す
る「
短
編
ビ
デ
オ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」の
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

第
１
回
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
地

形
や
風
土
な
ど
の
自
然
に
根
ざ
し
た

作
品
を
野
外
で
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
２
回
目
は
こ
れ
を
継
続
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
周
遊
性
、
集
客
性
に
も

富
ん
だ
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

今
、
芸
術
分
野
で
は
、
映
像
を
題

材
と
し
た
も
の
が
主
流
と
な
り
つ
つ

あ
り
、
第
２
回
大
地
の
芸
術
祭
で
は

こ
う
し
た
映
像
作
品
が
大
き
な
柱
に

な
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

映
像
作
品
は
、
芸
術
祭
全
体
を
盛

り
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
中
心
市
街

地
で
の
展
開
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、空

き
店
舗
対
策
や
商
店
街
活
性
化
の
糸

口
と
な
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。

人
の
流
れ
を
生
み
出
し
、
そ
こ
で

の
交
流
が
ま
た
次
の
人
の
流
れ
に
つ

な
が
る
、
そ
ん
な
芸
術
祭
を
目
指
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

第
２
回
の
幕
開
け
は
、
も
う
す
ぐ

で
す
。

▼
問
合
せ

大
地
の
芸
術
祭
・
花
の
道
実
行
委

員
会
事
務
局
（
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
企
画
振
興
課
内
1
57
│

２
６
３
７
）

▼
賞大

賞
、
視
聴
者
特
別
賞
な
ど

◆
一
次
審
査
通
過
作
品
上
映

第
２
回
芸
術
祭
期
間
中
（
２
０
０

３
年
７
月
20
日
〜
９
月
７
日
）に
、

広
域
６
市
町
村
内
で
上
映
予
定

◆
二
次
審
査
結
果
発
表
・
授
賞
式

２
０
０
３
年
８
月
24
日

▼
審
　
査

◆
一
次
審
査
結
果
発
表

２
０
０
３
年
１
月
31
日

▼
締
切
り

◆
応
募
用
紙
提
出
締
切
り

11
月
５
日
c
必
着

◆
作
品
提
出
締
切
り

12
月
２
日
b
必
着

▼
募
集
テ
ー
マ

芸
術
祭
の
テ
ー
マ
に
即
し
た
も
の

短
編
ビ
デ
オ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

作
　
品
　
募
　
集
　

34

第２回
大地の芸術祭

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003▼
応
募
資
格

年
齢
・
国
籍
問
わ
ず

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
で
快
走
す
る
佐
藤
選
手

（
今
年
１
月
）
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東
京
都
北
多
摩
郡
村
山
村
（
現
、
武
蔵

村
山
市
）
で
３
人
兄
弟
の
三
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
父
は
２
歳
の
と
き
他
界
し

て
し
ま
っ
た
た
め
顔
す
ら
思
い
出
に
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。

尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
昭
和
15

年
に
電
機
の
専
門
学
校
の
夜
間
部
に
入
学

し
ま
し
た
。
し
か
し
絵
に
興
味
が
あ
り
、

専
門
学
校
は
１
年
で
や
め
日
本
画
家
に
師

事
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
２
年
ほ
ど
し
て

師
匠
が
招
集
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
も
17
年
に
立
川
市
の
陸
軍
航
空
工
廠
し
ょ
う

に
徴
用
さ
れ
、
航
空
機
無
線
の
取
付
け
を

し
ま
し
た
。
20
年
２
月
に
は
浜
松
市
の
陸

軍
航
空
97
部
隊
に
現
役
入
隊
し
、
こ
こ
で

軍
隊
生
活
の
教
育
を
受
け
て
い
る
と
き
に

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

戦
後
は
実
家
に
帰
り
ま
し
た
が
、
食
べ

物
も
少
な
く
、
仕
事
も
な
い
時
代
で
大
変

で
し
た
。
２
年
ほ
ど
し
て
絵
の
師
匠
が
復

員
し
ま
し
た
。
師
匠
は
生
活
の
た
め
、
当

時
地
元
で
盛
ん
だ
っ
た
織
物
の
図
案
・
型

紙
の
道
に
入
り
ま
し
た
。
私
も
師
匠
の
も

と
で
こ
の
道
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

29
年
に
秩
父
市
の
織
物
会
社
に
型
紙
職

人
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。
36
年
に
十
日

町
の
織
物
関
係
者
が
私
を
訪
ね
て
き
て
、

当
時
の
給
料
の
３
倍
を
支
払
う
条
件
で
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
、
十
日
町
に
住
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

１
年
後
に
独
立
し
、
借
家
で
型
紙
業
を

始
め
ま
し
た
。
順
風
満
帆
の
日
が
続
き
、

46
年
に
は
住
居
兼
工
場
を
新
築
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
機
屋
の
倒
産
が
相
次
ぎ
、

平
成
元
年
に
廃
業
し
ま
し
た
。

年
金
生
活
に
入
り
、
若
い
こ
ろ
の
夢
を

も
う
一
度
と
一
念
発
起
し
ま
し
た
。
年
金

の
大
半
を
画
材
の
購
入
に
費
や
し
、
独
学

で
毎
日
絵
を
か
い
て
い
ま
す
。
絵
の
趣
味

を
知
っ
た
公
民
館
職
員
に
頼
ま
れ
、
４
年

前
か
ら
絵
手
紙
教
室
の
講
師
も
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
俳
句
に
も
興
味
が
あ
り
、
公

民
館
の
俳
句
教
室
に
入
っ
て
い
ま
す
。

私
は
毎
週
、
妻
は
隔
週
で
公
民
館
講
座

に
参
加
す
る
な
ど
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
健
康

で
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ�の�
そ�し�て�
昔�
今�

〈
２
０
０
２
上
越
産
業
フ
ェ
ア
〉
▼
10
月
26

日
g
〜
27
日
a
▼
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

▼
直
江
津
駅
か
ら
バ
ス
20
分
（
高
田
行
き
乗

車
）
▼
地
域
の
特
産
品
や
工
業
製
品
、
先
端

技
術
を
一
堂
に
集
め
紹
介
す
る
ほ
か
、
市
民

が
応
募
し
た
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
や
発

明
・
模
型
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
も
展
示
し
ま

す
。
上
越
市
の
姉
妹
都
市
、
友
好
港
湾
都
市

の
物
産
展
も
同
時
開
催
▼
上
越
市
産
業
振
興

課
工
業
・
新
産
業
係
（
０
２
５
‐
５
２
６
‐

５
１
１
１
）

〈
新
潟
県
体
力
つ
く
り
運
動
県
民
大
会
in
や

す
づ
か
〉
▼
10
月
６
日
a
▼
安
塚
町
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
ほ
か
▼
虫
川
大
杉
駅
か
ら
バ

ス
10
分
（
須
川
行
き
乗
車
）
▼
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
健

康
相
談
室
、
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
能

生
町
在
住
で
日
本
を
代
表
す
る
登
山
家
・
青

田
浩
氏
の
講
演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加

費
無
料
▼
安
塚
町
役
場
い
き
い
き
楽
習
課

（
０
２
５
５
９
‐
２
‐
２
０
０
３
）

〈
む
い
か
ま
ち
産
業
ま
つ
り
〉
▼
10
月
26
日

g
〜
27
日
a
※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
▼
六
日
町
駅
前
通
り
▼
六
日
町
駅
か
ら

徒
歩
１
分
▼
芸
能
発
表
、
も
ち
ま
き
大
会
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
▼
六
日

町
商
工
観
光
課
（
０
２
５
‐
７
７
３
‐
６
６

７
２
）

10月のイベント情報 126

150

大津瞳
とう

子
こ

ちゃん

（６歳）

みんなでひまわりを育てているよ。でも

まだつぼみで咲いてないんだ。大きくて元

気なひまわりが咲いてほしいな。こんな花

が咲いたらいいな。

毎日、大好きなひまわりにお水をあげて

いるよ。でもまだつぼみなの。でっかくて

きれいな花が咲いてほしいな。チョウやセ

ミもくるとうれしいな。

宮沢悠
ゆう

斗
と

ちゃん

（５歳）

No.209

◆
部
長
　
矢
口
冬と

う

馬ま

さ
ん

１
・
２
年
生
を
ま
と
め
る
の
は
大
変
で
す
。
新
人
戦
で
は
、
全
員
入

賞
め
ざ
し
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

◆
副
部
長
　
曽
根
沙
央
里
さ
ん

新
人
戦
で
は
、
み
ん
な
が
自
己
ベ
ス
ト
を
出
せ
る
よ
う
に
精
一
杯
が

ん
ば
り
ま
す
。

◆
矢
坂
哲

さ
と
し

先
生

と
て
も
気
持
ち
の
い
い
子
ど
も
た
ち
で
す
。
自
分
の
目
標
に
向
か
っ

て
一
生
懸
命
努
力
し
て
ほ
し
い
で
す
。
練
習
の
と
き
に
元
気
な
声
が
出

る
と
、
も
っ
と
い
い
で
す
ね
。

●
中
条
中
学
校
　
陸
上
部

よ
り
速
く
、よ
り
高
く
、よ
り
遠
く

１
・
２
年
生
合
わ
せ
て
34
人
の
陸

上
部
は
、
み
ん
な
元
気
が
よ
く
、
楽

し
い
部
活
で
す
。
３
年
生
の
引
退
後

は
、
10
月
１
日
c
の
１
市
３
郡
大
会

（
新
人
戦
）
を
め
ざ
し
て
毎
日
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
と
元
気
の
良
さ
は
自
信

が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
の
学
校
の
人
に

ほ
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
ま
と
ま
り
の

良
い
部
活
を
め
ざ
し
ま
す
。

6

森
の
保
育
園

高橋日出丸さん（稲荷町３本通り）78歳

左から曽根副部長・矢坂先生・
矢口部長



23 平成14年9月25日号 22

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

員
１
人
を
募
集
し
ま
す
。
■
受
験
資

格
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
者
①
昭

和
42
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

②
簿
記
検
定
２
級
以
上
の
資
格
を
有

す
る
者
③
経
理
事
務
に
精
通
し
パ
ソ

コ
ン
操
作
に
習
熟
し
た
者
④
自
動
車

運
転
普
通
免
許
を
有
し
広
域
６
市
町

村
在
住
で
通
勤
可
能
な
者
■
給
与
な

ど
＝
（福）
妻
有
福
祉
会
給
与
規
程
に
よ

る
■
勤
務
場
所
＝
（福）
妻
有
福
祉
会
の

老
人
福
祉
施
設
■
採
用
試
験
日
＝
11

月
17
日
a
※
合
格
発
表
は
11
月
下
旬

■
試
験
内
容
＝
一
般
教
養
試
験
、
面

接
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
31
日

e
（
30
日
d
消
印
有
効
）
ま
で
に
申

込
書
類
（
申
込
先
に
配
置
）を
養
護

老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
（
〒
９
４
９
│

８
５
２
５
幸
町
1
58
│
２
０
５
０
）

に
提
出
。受
付
は
、土
・
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

15
年
４
月
１
日
付
採
用
の
職
員
若

干
名
を
募
集
し
ま
す
。
■
募
集
職
種

＝
介
護
福
祉
士
及
び
看
護
師
■
受
験

資
格
＝
介
護
福
祉
士
又
は
看
護
師
の

資
格
を
有
す
る
者
（
来
春
取
得
見
込

者
を
含
む
）
■
勤
務
場
所
＝
健
康
倶

楽
部
十
日
町
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
■
試
験

内
容
＝
書
類
審
査
、
面
接
※
試
験
日

は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
■
申
込
み

＝
10
月
10
日
e
ま
で
に
、
写
真
を
貼

付
し
た
自
筆
履
歴
書
と
論
文
（
課
題

「
私
の
老
人
看
介
護
に
か
け
る
情
熱
」

８
０
０
字
程
度
）
を
（福）
苗
場
福
祉
会

に
提
出
■
問
合
せ
＝
（福）
苗
場
福
祉
会

（
〒
９
４
９
│
８
２
０
２
津
南
町
大

字
芦
ケ
崎
乙
３
１
７
番
地
１
1
65
│

３
４
０
０
）

あ
な
た
も
買
い
物
の
仕
方
を
工
夫

し
て
、
家
庭
ご
み
の
減
量
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ご
み
を
減
ら
す

取
組
を
考
え
て
１
か
月
実
践
し
、
結

果
と
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
提
言
し
て
く

だ
さ
い
。
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
世

帯
を
表
彰
し
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
申
込
み
期
限
＝
10
月
31
日
e
■
参

加
資
格
＝
県
内
在
住
の
世
帯
単
位
■

取
組
実
施
期
間
＝
11
月
18
日
b
〜
12

月
15
日
a
■
資
料
請
求
・
問
合
せ
＝

県
県
民
生
活
課
内
我
が
家
の
ご
み
ダ

イ
エ
ッ
ト
作
戦
係
（
1
０
２
５
│
２

８
０
│
５
１
３
５
）

厚
生
労
働
省
所
管
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
カ
レ
ッ
ジ
、信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア

カ
デ
ミ
ー（
全
日
制
）で
情
報
処
理
技

術
者
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。
■
募
集

定
員
（
履
修
期
間
）
＝
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
ス
・
情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
50
人

（
２
年
間
）、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
Ｏ

Ａ
秘
書
科
20
人
（
１
年
間
）
■
入
学

選
考
日
＝
10
月
６
日
a
、
11
月
３
日

a
、
12
月
１
日
a
、
１
月
26
日
a
■

そ
の
他
＝
Ｉ
Ｔ
時
代
を
担
う
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
再
就
職
し
よ
う
と

す
る
人
の
た
め
に
、「
再
就
職
促
進

訓
練
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
■
資
料

請
求
・
問
合
せ
＝
信
濃
川
テ
ク
ノ
・

ア
カ
デ
ミ
ー
（
〒
９
４
７
│
０
０
２

６
小
千
谷
市
上
ノ
山
４
│
４
│
２
1

０
１
２
０
│
４
０
５
０
７
０
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
、
適
度
の
負
荷

を
体
に
与
え
な
が
ら
、
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
こ
と
が
で
き
る

理
想
的
な
運
動
で
す
。

今
年
度
４
期
に
わ
た
っ
て
２
つ
の

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
３
期

の
参
加
者
を
募
集
中
で
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格
＝
15
歳
以
上
の
健
康
な

人
。
た
だ
し
中
学
生
は
除
く

■
参
加
費
＝
①
教
室
参
加
料
（
１
コ

ー
ス
10
回
分
）
１
、
５
０
０
円
②
施

設
使
用
料
（
１
回
券
）
２
０
０
円
。

た
だ
し
、
１
か
月
以
上
の
屋
内
施
設

定
期
券
（
Ａ
券
ま
た
は
Ｂ
券
）
を
お

持
ち
の
人
は
①
の
み

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

（
1
52
│
４
３
７
７
）

足
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
運
動

で
、
中
高
年
の
人
も
安
心
し
て
参
加

で
き
ま
す
。
■
定
員
＝
先
着
50
人
■

日
時
＝
９
月
30
日
〜
12
月
16
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時

15
分
（
10
回
）
※
10
月
14
日
と
11
月

４
日
を
除
く

初
心
者
か
ら
慣
れ
て
き
た
人
を
対

象
に
し
た
、
基
本
的
な
教
室
で
す
。

■
定
員
＝
先
着
１
５
０
人
■
日
時
＝

10
月
17
日
〜
12
月
19
日
ま
で
の
毎
週

木
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
45

分
（
10
回
）

国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
の
項
目

に
該
当
す
る
人
に
対
し
、
総
費
用

（
税
込
）
の
６
割
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
介
護

保
険
課
国
保
係
（
４
番
窓
口
）
に
保

険
証
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
■
対
象
者
＝
十
日
町
市
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
、
国

民
健
康
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

人
、
30
歳
以
上
の
人
（
昭
和
48
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）、市
の

住
民
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
■
実

施
機
関
・
助
成
後
の
自
己
負
担
額
＝

①
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
（
県

立
十
日
町
病
院
前
）
１
５
、
１
２
０

円
※
子
宮
が
ん
検
診
受
診
者
は
１

５
、
９
６
０
円
②
厚
生
連
中
条
病
院

１
３
、
４
０
０
円
（
男
性
の
み
）
※

病
理
検
査
実
施
者
は
１
５
、
０
８
０

円
③
（財）
小
千
谷
総
合
病
院
（
小
千
谷

市
）
１
５
、
１
２
０
円
④
（社）
新
潟
県

健
康
管
理
協
会
（
新
潟
市
）
１
４
、

７
０
０
円
⑤
（財）
上
村
病
院
（
中
里
村
）

１
４
、
２
８
０
円
※
婦
人
科
検
診
受

診
者
は
１
５
、
１
２
０
円
■
申
込
み

・
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
国
保
係

（
内
線
１
５
６
）

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
自
分

の
生
活
を
見
直
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
や
楽
し
く
続
け
る
運
動
の
コ

ツ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
■
日
時
と
内

容
＝
10
月
17
日
e
「
生
活
習
慣
病
っ

て
ど
ん
な
病
気
？
」、
24
日
e
「
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
間
食
・
お
酒

の
と
り
方
」、
31
日
e
「
運
動
の
効

■
日
時
＝
10
月
11
日
f
午
前
９
時
30

分
（
集
合
‥
８
時
10
分
ま
で
に
市
役

所
前
）
〜
午
後
２
時
30
分
■
会
場
＝

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
湖
畔
周
辺

■
参
加
費
＝
無
料
■
講
師
＝
布
施

公
幹

き
み
よ
し

氏
（
日
本
菌
学
会
会
員
）
■
主

催
＝
十
日
町
食
品
衛
生
協
会
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
10
月
２
日
d
正
午
ま

で
に
、
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
５
９
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
10
月

19
日
g
午
後
３
時
〜
■
会
場
＝
情
報

館
■
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５

１
０
０
）

親
と
子（
３
歳
未
満
児
）の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日
時
＝

１
日
c
・
８
日
c
（
和
田
敬
子
先
生

を
迎
え
ま
す)

・
15
日
c
・
22
日
c

（
秋
の
バ
ス
遠
足
）
午
前
10
時
〜
11

時
※
29
日
c
は
「
市
展
」
の
た
め
休

み
ま
す
■
会
場
＝
市
民
体
育
館
■
申

込
み
・
問
合
せ
＝
公
民
館
本
館（
1

57
│
５
０
１
１
）

あ
な
た
も
音
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

歌
え
な
く
て
も
楽
器
が
弾
け
な
く
て

も
大
丈
夫
。
専
門
講
師
石
田
保
代
氏

を
迎
え
ま
す
。
■
日
時
＝
10
月
27
日

a
午
前
10
時
（
集
合
‥
９
時
30
分
）

〜
■
会
場
＝
な
ご
み
の
家
■
参
加
費

＝
無
料
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月

30
日
b
ま
で
に
、
な
ご
み
の
家
（
1

52
│
５
２
１
２
）

「
秋
を
彩
る
イ
タ
リ
ア
料
理
」
を

作
り
ま
す
。
■
日
時
＝
10
月
15
日
c

午
後
６
時
〜
８
時
■
会
場
＝
東
北
電

力
㈱
十
日
町
営
業
所
■
定
員
＝
18
人

（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）
■
参
加

費
＝
５
０
０
円
■
申
込
み
・
問
合
せ

＝
10
月
８
日
c
ま
で
に
、
東
北
電
力

㈱
十
日
町
営
業
所
（
1
52
│
３
１
０

７
）不

用
品
や
野
菜
な
ど
を
販
売
し
ま

す
。
■
日
時
＝
10
月
13
日
a
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
■
会
場
＝
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ミ
ン
ト
」（
住
吉
町
）
■
問
合
せ

＝
な
か
ま
の
家
（
1
68
│
４
０
１
３
）

県
教
育
委
員
会
主
催
の
講
座
で

す
。
県
内
主
会
場
の
講
座
を
情
報
館

で
視
聴
し
ま
す
。
身
近
な
テ
ー
マ
を

県
内
大
学
の
講
師
陣
と
い
っ
し
ょ
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
13
日
は
情
報

館
が
主
会
場
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い

チ
ラ
シ
は
情
報
館
・
各
地
区
公
民
館

に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。
■
会
場
＝

情
報
館
■
受
講
料
＝
無
料
■
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０)

■
期
日
＝
10
月
20
日
a
■
開
演
時
間

（
２
回
公
演
）＝
午
後
２
時
と
午
後
６

時
30
分
■
会
場
＝
市
民
体
育
館
■
入

場
料
＝
前
売
り
１
、２
０
０
円
、当
日

１
、５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
（
当
日

の
み
）
５
０
０
円
■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱

所
・
問
合
せ
＝
共
同
募
金
会（
社
会

福
祉
協
議
会
内
1
50
│
５
０
１
０
）

■
日
時
＝
10
月
９
日
d
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
県
立
十
日
町
病
院
■

講
師
＝
十
日
町
病
院
産
婦
人
科
富
田

雅
俊
医
師
、
尾
身
看
護
師
、
小
杉
理

学
療
法
士
■
事
前
申
込
み
＝
不
要
■

問
合
せ
＝
県
立
十
日
町
病
院
（
1
57

│
５
５
６
６
）

■
物
件
＝
谷
内
丑
市
営
住
宅
１
戸

（
11
年
度
建
設
、
中
層
耐
火
構
造
３

階
建
）
■
間
取
り
＝
６
帖
、
４
・
５

帖
、D
K
■
家
賃
＝
１
８
、１
０
０
円

〜
３
９
、
７
０
０
円
■
募
集
期
間
＝

10
月
８
日
c
ま
で
■
申
込
み
・
問
合

せ
＝
入
居
資
格
な
ど
申
込
み
条
件
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
設
課
克
雪

利
雪
対
策
室
建
築
住
宅
係
（
内
線
２

７
４
）
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
越
後
妻
有
交
流

館
の
き
も
の
歴
史
館
で
展
示
す
る
き

も
の
・
帯
・
小
物
（
男
性
用
も
）
を

探
し
て
い
ま
す
。
寄
贈
ま
た
は
貸
与

で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
■
日
時
＝
10
月
１
日

c
〜
７
日
b
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
＝
博

物
館
■
問
合

せ
＝
博
物
館

（
1
57
│
５

５
３
１
）

抽
選
に
よ
り
購
入
者
を
決
定
し
ま

す
。
■
所
在
地
＝
字
猿
額
卯
１
０
９

５
番
２
（
田
川
町
２
丁
目
）
■
地
目

＝
宅
地
■
面
積
＝
１
８
６
・
42
g
■

用
途
指
定
＝
第
１
種
住
居
地
域
■
建

ぺ
い
率
＝
60
％
■
容
積
率
＝
２
０

０
％
■
価
格
＝
５
５
９
万
円
■
応
募

締
切
＝
10
月
24
日
e
■
問
合
せ
＝
県

総
務
部
管
財
課
財
産
管
理
係
（
1
０

２
５
│
２
８
０
│
５
０
６
４
）

15
年
４
月
１
日
付
採
用
の
事
務
職

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

障
害
児
・
者
を
対
象
と
し
た

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

10
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

に
い
が
た
連
携
公
開
講
座

信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア
カ
デ

ミ
ー
平
成
15
年
度
生
募
集

１
日
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
ま
し
ょ
う

き
の
こ
鑑
別
講
習
会

妻
有
福
祉
会
職
員
募
集

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

参
加
者
募
集
中

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

我
が
家
の
ご
み
ダ
イ
エ
ッ

ト
作
戦
参
加
者
募
集

苗
場
福
祉
会
職
員
募
集

県
有
地
を
売
却
し
ま
す

月 日 テ ー マ と 講 師

10/4
f

13：30～

会津八一の書簡に読む、素顔と魅力
八一の未公開書簡や手紙から、書き手
の信条や時代背景、作家の個性を読み
取る
敬和学園大学教授　若月忠信氏

まちづくり・市民参加・新技術
「大地の芸術祭」を契機に芸術や造形
を活用した地域活性化に関心が高まっ
ている。産業開発や経済活動に大きな
課題を抱える地域のまちづくりについ
て、市民参加のスタイルや新技術の紹
介を交えて考える
長岡造形大学助教授　新海俊一氏

10/13
a

13：00～

健
康
講
座

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」

き
も
の
を
探
し
て
い
ま
す

血
液
さ
ら
さ
ら
教
室

（福）

（福）

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い

何
で
も
バ
ザ
ー

赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ

な
つ
め
ろ
歌
謡
シ
ョ
ー
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お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

果
と
手
軽
に
で
き
る
体
操
（
講
師
‥

エ
リ
ア
ド
ゥ
21
関
口
陽
子
氏
）
※
い

ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
、
１
回
の

み
の
参
加
も
可
■
会
場
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
■
対
象
＝
市
の
基
本
健
康
診
査

で
、
脂
質
代
謝
・
血
圧
・
糖
代
謝
の

い
ず
れ
か
が
要
指
導
ｂ
以
上
の
人
■

受
講
料
＝
無
料
■
申
込
み
・
問
合
せ

＝
前
日
ま
で
に
、
健
康
福
祉
課
健
康

増
進
係
（
内
線
１
４
３
）

■
日
時
＝
10
月
８
日
c
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
川
西
町
保
健
セ
ン
タ

ー
■
医
師
＝
須
賀
医
師
（
中
条
第
二

病
院
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
４
）

ま
た
は
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所

（
1
57
│
２
４
０
０
）

児
童
手
当
（
特
例
給
付
及
び
就
学

前
特
例
給
付
を
含
む
）
は
、
義
務
教

育
就
学
前
児
童
を
養
育
し
、
所
得
が

一
定
に
満
た
な
い
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
６
月
〜
９
月
分
ま
で
の
児
童
手

当
は
10
月
10
日
e
に
受
給
者
の
口
座

に
振
込
み
ま
す
。
■
児
童
手
当
の
月

額
＝
１
人
目
・
２
人
目
５
、
０
０
０

円
、
３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
１
０
、

０
０
０
円
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

９
月
は
固
定
資
産
税
第
３
期
と
国

民
健
康
保
険
料
第
３
期
及
び
介
護
保

険
料
第
３
期
の
納
税
・
納
付
の
月
で

す
。
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
保
険
課

■
対
象
＝
①
現
況
は
転
作
な
ど
で
永

年
作
物
（
植
林
・
果
樹
・
ア
ス
パ
ラ
）

が
植
え
ら
れ
て
い
る
、
登
記
地
目
が

田
の
土
地
②
水
田
を
放
棄
し
、
今
後

も
水
田
と
し
て
耕
作
で
き
な
い
状
態

（
か
ん
が
い
・
た
ん
す
い
設
備
が
壊

れ
て
い
る
な
ど
用
水
利
用
が
困
難
な

状
況
）
の
土
地
。
※
た
だ
し
、
水
田

と
し
て
復
旧
で
き
る
状
態
で
、
現
況

を
畑
な
ど
に
し
て
い
る
土
地
や
既
に

届
け
出
を
し
た
も
の
は
除
く
■
そ
の

他
＝
届
け
出
の
際
は
田
の
地
番
を
把

握
し
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
届
け
出
・
問
合
せ
＝
10
月
31
日
e

ま
で
に
、
税
務
課
資
産
税
係
（
内
線

１
１
１
）

■
対
象
＝
①
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
取
り
壊
し
た
人
②
未
登
記
家
屋

（
法
務
局
に
登
記
し
て
い
な
い
建
物
）

で
、
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
で
異

動
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
■
問
合
せ
＝

税
務
課
資
産
税
係
（
内
線
１
１
２
）

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日

■
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

■
博
物
館
＝
７
日
b
・
15
日
c
・
21

日
b
・
28
日
b

■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
31
日
e

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
・
14
日
（
体
育
の
日
）

資
源
物
は
、
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
・

ご
み
便
利
帳
を
よ
く
見
て
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
分
別
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ラ
ベ
ル
や
汚
れ
を
取
っ
て
き
れ

い
に
し
た
も
の
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

分
別
し
て
出
し
て
い
た
だ
だ
い
た
資

源
物
は
、
大
切
に
再
利
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
収
集
作
業
中
に
発

火
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ス
プ

レ
ー
缶
は
穴
を
開
け
て
、
缶
類
の
資

源
物
収
集
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
■
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
衛
生

施
設
組
合
（
1
52
│
３
９
２
４
）

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
10

月
１
日
c
か
ら
認
可
外
保
育
施
設
を

運
営
し
て
い
る
設
置
者
は
、
事
業
開

始
か
ら
１
か
月
以
内
に
、
県
知
事
に

届
出
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。
届
出
事
項
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
や
事
業
を
休
廃
止
し
た
場
合
も

同
様
で
す
。
ほ
か
に
、
利
用
者
に
対

す
る
契
約
内
容
な
ど
の
説
明
や
書
面

交
付
な
ど
も
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

認
可
外
保
育
施
設
に
は
、
保
育
者

の
自
宅
で
行
う
も
の
や
少
人
数
の
も

の
も
含
み
、
公
費
助
成
の
有
無
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
■
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３
１
）

近
年
、
児
童
虐
待
な
ど
で
家
庭
に

恵
ま
れ
な
い
児
童
が
増
え
て
い
ま

す
。
児
童
の
健
全
な
成
長
に
は
、
温

か
い
家
庭
で
の
生
活
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
児
童
福
祉
法
で
家

庭
養
育
制
度
が
設
け
ら
れ
、
児
童
の

幸
せ
の
た
め
に
「
里
親
制
度
」
が
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

里
親
に
は
、
養
子
縁
組
み
型
と
里

子
が
18
歳
ま
で
の
養
育
型
が
あ
り
ま

す
。
里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
人
は
、
健
康
福
祉
課
児
童
家

庭
係
（
内
線
１
３
１
）
ま
た
は
六
日

町
児
童
相
談
所
（
1
０
２
５
―
７
７

０
―
２
４
０
０
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

10
月
の
休
館
日

税
金
を
納
め
て
広
が
る
豊
か
な
く
ら
し

９
月
の
納
税
・
納
付

むし歯のないよい歯の子
８月の３歳児健診を受けた子21人

よい歯の子 住 所　　保護者

（貝ノ川）

（三和町）

（本町6-1）

（南鐙坂）

（袋町中）

（本町7-2）

（西本町1）

（塚原町）

（川治内後）

（上新田1）

（四日町2）

（下川原町）

（本町５）

善　成

晃

一　之

博　安

彰

浩　之

和　広

勉

信　一

裕　樹

浩

憲　雄

尚　人

中 町 春
はる

人
と

樋 口 　 直
なお

中 村 珠
たま

恵
え

俵 山 舜
しゅん

平
ぺい

内 山 雪
ゆき

音
ね

二 瓶 武
いさ

己
み

田 村 海
みつ

輝
き

若 山 莉
り

奈
な

上 村 桃
もも

花
か

近 藤 絵
え

理
り

西川佳
か

寿
す

美
み

田 村 佑
ゆう

太
た

‡ 井 健
けん

人
と

里
親
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

10
月
は
里
親
月
間
で
す

登
記
地
目
「
田
」
を
田
と
し
て

利
用
し
て
い
な
い
人
は
届
出
を

家
屋
の
取
り
壊
し
や

異
動
は
手
続
き
を

ご
み
・
資
源
物
は
ル
ー
ル

を
守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う

６
月
〜
９
月
の

児
童
手
当
を
振
込
み
ま
す

認
可
外
保
育
施
設
に
関
す
る
設
置

届
出
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

心
の
健
康
相
談

「
き
も
の
歴
史
館
」
は
９
月
30
日

b
で
閉
館
し
ま
す
。
３
年
弱
の
間
、

皆
さ
ん
に
ご
支
持
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
保
存
品
は
博

物
館
に
移
管
さ
れ
、
博
物
館
や
十
日

町
ス
テ
ー
ジ
で
展
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。
■
問
合
せ
＝
柳
商
店
（
1
52
│

３
５
６
８
）

普
通
科
と
家
庭
科
が
総
合
学
科
に

改
組
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
、
総
合
学
科
に
つ
い
て

の
話
し
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
■

日
時
＝
10
月
19
日
g
午
後
２
時
〜
■

会
場
＝
県
立
小
千
谷
西
高
等
学
校
■

問
合
せ
＝
県
立
小
千
谷
西
高
等
学
校

（
1
０
２
５
８
│
82
│
０
２
４
６
）

稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
に
よ
る
煙
害

が
発
生
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

稲
わ
ら
や
籾も
み

が
ら
は
貴
重
な
有
機
質

資
源
で
す
。
焼
却
を
避
け
る
と
と
も

に
秋
す
き
込
み
を
行
い
、
有
効
活
用

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
（
受
付
時
間
）
と
会
場
＝
▼

４
日
F
（
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
３
時
）
吉
沢
織
物
㈱
、
▼
29

日
C
（
午
前
10
時
〜
正
午
）
島
善
織

物
㈱
川
治
工
場
、
▼
29
日
C
（
午
後

１
時
〜
３
時
）
県
立
十
日
町
病
院
■

問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

（
内
線
１
４
２
）

■
対
象
と
な
る
子
＝
①
10
月
１
日
現

在
生
後
３
か
月
〜
接
種
日
現
在
７
歳

６
か
月
未
満
の
子
で
、
過
去
未
接
種

か
１
回
の
み
の
子
②
14
年
１
月
２
日

〜
７
月
１
日
に
生
ま
れ
た
子
に
は
個

別
通
知
を
し
ま
す
■
投
与
の
方
法
＝

６
週
間
以
上
の
間
隔
で
２
回
投
与
し

ま
す
。
間
隔
が
離
れ
た
場
合
で
も
２

回
受
け
て
く
だ
さ
い
■
投
与
を
受
け

ら
れ
な
い
子
＝
下
痢
を
し
て
い
る
子

■
注
意
事
項
＝
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」を
必
ず
読
ん
で
き
て
く

だ
さ
い
■
持
参
す
る
も
の
＝
母
子
健

康
手
帳
（
忘
れ
る
と
接
種
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
）、体
温
計

◎
よ
り
安
心
し
て
予
防
接
種
を

受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

①
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」

を
読
み
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
十

分
理
解
し
て
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
投
与
後
、
便
に
は
１
か
月
程
度
、

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
ウ
イ
ル
ス
が

で
て
い
ま
す
。
お
む
つ
交
換
を
し

た
後
は
便
の
処
理
を
き
ち
ん
と
行

い
、
必
ず
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
免
疫
機
能
の
弱
っ
て
い
る
人
や
、

現
在
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人
は

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
主
治

医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
（
内
線
１
４
２
）

◆
お
わ
び
と
訂
正

市
報
９
月
10
日
号
16
ペ
ー
ジ
市
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
表
中
、
小
学
生
野

球
大
会
と
第
15
回
４
０
０
歳
野
球
大

会
の
開
催
期
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
、
10
月
13
日
a
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

10月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

13年 19（139） 24（163） 0（3） 48（384）

14年 19（135） 20（177） 0（0） 51（381）

8月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

早めのライトと明るい服装

はばたけ！農業女性
～女性や若者に魅力
ある農業をめざして～

「女
ひと

と男
ひと

」共に輝くまちづくり

とおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プラン

6

秋
期
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

小
千
谷
西
高
校
が

変
わ
り
ま
し
た

十
日
町
き
も
の
歴
史
館
は

閉
館
し
ま
す

日　程　表

■受付時間＝午後１時30分～２時15分

（時間厳守）

■会場＝保健センター

地　　区 期　日

川治・六箇・水沢 10月８日c

十　日　町 10月９日d

中条・下条・吉田 10月10日e

稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う

10月の
献血

全
血
献
血

夕暮れが早まるこれからの時期は、歩

行者を確認しにくくなり、夕方から夜間は

特に交通事故の危険性が高くなります。

ドライバーは、ライトを早めに点灯さ

せ、速度を落として慎重に周囲を確認し

ながら、ゆとりある運転を心掛けましょ

う。また歩行者は、明るい服装や反射材を

身につけるなど、お互い

が事故防止に努めまし

ょう。

守ろう高齢者！

セーフティーオータム２か月作戦実施中

期間：９月１日a～10月31日e

・運転者は、早めのライトでやさしい運転

・お年寄りは、明るい服装で反射材を

当市の農業従事者の50.2％は女性です

（平成12年農林業センサス）。兼業農家が大

半を占める中で、女性は農業経営でも、家

事・育児などの生活面でも、大きな役割を

担っています。

現在、農家経営において「家族経営協定」

が注目されています。これは、話し合いを

基に、家族みんなが経営に参加し、後継者

の自立を支援するための取り決めです。農

休日などの就業条件や経営の役割分担、収

益の配分などを決めることで、女性や後継

者の農業労働や家事労働を適正に評価する

ことができるようになります。

また、県では農村地域生活アドバイザー

を認定し、農業女性の社会参画を促してい

ます。市内では女性９人が認定を受け、行

政の農業分野への登用、農

産加工、地産地消活動など

の推進役として、生き生き

と活躍しています。
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◆
暑
か
っ
た
夏
も
去
り
、
妻
有
の
里
に
秋
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
一
面
の
稲
穂
が
秋
風
に

ゆ
れ
る
様
は
、
稲
刈
り
前
の
一
瞬
の
輝
き
、

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
る
風
景
で
す
。

ま
た
、
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
日
ご
と
に
落
日
が
早
ま
る
季
節

で
も
あ
り
ま
す
。
交
通
安
全
コ
ー
ナ
ー
で
も

お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
運
転
手
の
皆
さ
ん
は

早
め
の
点
灯
と
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
歩
行
者
の
皆
さ
ん
も
、
明

る
い
服
装
や
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
な
ど
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
お
互
い
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
事
故
も
な
く
、
家
族
み
ん
な
で
食
卓

を
囲
ん
で
秋
の
味
覚
を
楽
し
む
、
そ
ん
な
季

節
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
小
）

◆
今
年
か
ら
「
越
後
そ
ば
街
道
へ
ぎ
そ
ば
ま

つ
り
」
に
名
称
変
更
さ
れ
た
恒
例
の
そ
ば
ま

つ
り（
昨
年
ま
で「
十
日
町
生
そ
ば
ま
つ
り
」）

が
10
月
１
か
月
間
行
わ
れ
ま
す
。
加
盟
店
も

２
店
増
え
、
同
じ
ふ
の
り
つ
な
ぎ
の
そ
ば
で

も
、
市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
味
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
11
月
末
ま
で
の
３
か
月
間
、
妻
有
郷

内
で
は
「
妻つ

ま

有あ
り

が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
圏
域
内
79
の
宿
泊
施
設

や
飲
食
店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
連
携
し

た
初
め
て
の
大
掛
か
り
な
取
り
組
み
で
す
。

天
高
く
人
も
肥
ゆ
る
秋
、
あ
ら
た
め
て
妻
有

の
地
を
巡
り
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
玉
）

編
集
後
記

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

10月・October 健康福祉課 157-3111

休日救急医

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

●高齢者職業相談

毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

●合同相談（行政・法律・人権）

17日E 高橋賢一弁護士・小林　彰弁護士

午前10時～午後３時※予約はとりません

会場：公民館本館

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

３日E 栃倉　光弁護士

10日E 小林　彰弁護士

24日E 倉重安雄弁護士

31日E 小村　隆弁護士

午後１時30分～４時 会場：市民相談室

●ふれあい福祉センター心配ごと相談

毎週火・木曜日　午後１時～４時

会　場：十日町市社会福祉協議会

●健康相談　保健師による相談

※健康手帳のある人はご持参ください。

期日

7・21・
28日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

8日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

17日E

吉田就業改善センター 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前9時30分～11時30分

18日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

25日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

乳幼児健康診査 会場：保健センター

１歳６か月児
健 診

16日
d

午後１時
～１時30分

13年4月
生まれの幼児

４か月児健診
30日
d

午後１時
～１時30分

14年6月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

17日
e

午後１時
～１時30分

11年4月
生まれの幼児〔

〔

10 か 月 児
身 体 測 定

30日
d

午前９時15分
～10時

13年12月
生まれの乳児

①１歳６か月児・３歳児健診は歯科検診があります。
②４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

③３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

今月はお休みです。

大 坪 医 院

中 条 病 院

庭 野 医 院

田 中 外 科 医 院

た か き 医 院

上 村 病 院

本町クリニック

四日町新田２

北　原

寿町４

田中町本通り

土市５

中里村

本町３

57-6100

57-3018

52-2711

52-2403

58-2361

63-2111

50-1160

6日A

13日A

14日_

20日A

27日A

日　時：22日c午前10時（受付：９時45分）～11時

会　場：保健センター

対　象：14年４・５月生まれの乳児の保育を

している人

問合せ：健康福祉課健康増進係（内線143）

すくすく教室 ～離乳食と育児～


